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農
産
物
収
穫
状
況

だいこんの選果風景

小豆の収穫作業

馬鈴しょ撰果作業

デントコーンの収穫作業

○
大
樹
だ
い
こ
ん

　

７
月
上
旬
よ
り
始
ま
っ
た
「
大
樹
だ
い

こ
ん
」
の
収
穫
作
業
が
10
月
４
日
で
終
了

し
た
。

　

今
年
は
約
31　
ha
を
作
付
し
、
10
㎏
・
15

㎏
詰
め
合
計
で
約
13
万
ケ
ー
ス
の
出
荷
と

な
っ
た
。

　

５
月
の
高
温
、
７
月
は
日
照
不
足
と
な

っ
た
も
の
の
大
根
の
生
育
は
良
好
で
あ
り
、

全
国
的
な
豊
作
年
で
あ
っ
た
。
当
地
区
に

つ
い
て
も
大
き
な
病
害
虫
被
害
や
自
然
災

害
は
な
く
、
製
品
量
５
ト
ン
前
後
の
高
反

収
と
な
っ
た
。

　

価
格
面
で
は
全
国
的
な
豊
作
と
本
州
の

猛
暑
に
よ
る
消
費
低
下
、
ま
た
秋
刀
魚
の

不
良
も
重
な
り
販
売
環
境
は
好
転
せ
ず
、

シ
ー
ズ
ン
を
通
し
て
安
値
と
な
っ
た
。

○
豆
類

　

豆
類
全
般
の
収
穫
は
１
週
間
程
度
遅
く
、

受
入
は
10
月
９
日
よ
り
始
ま
っ
た
。

　

小
豆
・
手
亡
に
つ
い
て
は
、
供
給
価
格

の
高
騰
や
輸
入
品
へ
の
切
り
替
え
に
よ
り

消
費
量
の
減
少
が
見
込
ま
れ
、
相
場
は
や

や
弱
保
合
い
で
推
移
す
る
と
予
想
さ
れ
る
。

○
馬
鈴
し
ょ

　

澱
粉
用
は
安
定
傾
向
に
あ
る
も
の
の
、

加
工
・
生
食
用
馬
鈴
し
ょ
に
つ
い
て
は
、

こ
こ
数
年
の
豊
作
傾
向
に
よ
り
在
庫
量
が

多
く
、
引
き
合
い
は
弱
い
。

　

ま
た
、
９
月
30
日
か
ら
撰
果
作
業
が
始

ま
っ
た
種
子
馬
鈴
し
ょ
に
つ
い
て
も
同
様

で
、
需
要
が
少
な
く
荷
動
き
は
鈍
い
と
予

想
さ
れ
る
が
品
質
は
良
好
で
、
製
品
歩
留

ま
り
は
好
調
に
推
移
す
る
見
込
み
。

○
飼
料
作
物（
デ
ン
ト
コ
ー
ン
）

　

７
月
上
旬
・
中
旬
は
曇
天
が
続
き
、
日

照
時
間
は
例
年
の
半
分
程
度
で
、
若
干
の

生
育
停
滞
が
見
ら
れ
た
が
、
７
月
末
か
ら

８
月
上
旬
に
か
け
、
連
日
30
度
を
超
え
る

好
天
に
恵
ま
れ
、
例
年
を
上
回
る
生
育
と

な
っ
た
。
相
次
ぐ
台
風
の
影
響
を
受
け
る

こ
と
も
な
く
収
穫
期
を
迎
え
、
多
く
の
圃

場
で
十
分
な
登
熟
と
収
穫
量
が
確
保
で
き

た
。
し
か
し
、
す
す
紋
病
や
ご
ま
葉
枯
病
、

一
部
圃
場
に
お
い
て
は
根
腐
病
の
発
生
が

確
認
さ
れ
て
お
り
、
耐
病
性
品
種
の
選
定

や
防
除
な
ど
今
後
に
課
題
も
残
し
た
。
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―
第
15
回 

こ
ど
も
農
業
体
験
事
業
―

大
樹
町
農
業
を
体
験
�

―
人
参
と
と
う
も
ろ
こ
し（
ポ
ッ
プ
種
）を
収
穫

―

第
３
回
食
育
事
業

青年部

青年部
　

10
月
17
日
、
大
樹
町
Ｂ
＆
Ｇ

海
洋
セ
ン
タ
ー
前
広
場
に
お
い

て
、
北
保
育
園
・
南
保
育
園
・
尾

田
認
定
こ
ど
も
園
の
園
児
を
対

象
に
農
業
体
験
事
業
を
行
っ
た
。

　

当
日
は
、
部
員
９
名
が
参
加

す
る
中
、
北
保
育
園
児
14
名
、

南
保
育
園
児
22
名
、
尾
田
認
定

こ
ど
も
園
児
23
名
が
参
加
し
た
。

　

半
谷
副
部
長
は
、「
今
日
は

大
樹
町
の
基
幹
産
業
で
あ
る
酪

農
を
体
験
で
き
る
よ
う
に
、
バ

タ
ー
作
り
や
模
擬
搾
乳
牛
の
準

備
を
し
て
き
ま
し
た
。
楽
し
く

農
業
に
触
れ
て
く
だ
さ
い
」
と

挨
拶
。

　

始
め
に
バ
タ
ー
作
り
を
行
い
、

牛
乳
と
生
ク
リ
ー
ム
を
混
ぜ
入

れ
た
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
を
力
い
っ

　

10
月
23
日
に
小
学
校
農
園

場
に
お
い
て
、
第
３
回
目
と

な
る
食
育
事
業
を
行
っ
た
。

　

当
日
は
、
部
員
５
名
が
参

加
し
、
人
参
と
と
う
も
ろ
こ

し
（
ポ
ッ
プ
種
）
の
収
穫
、

大
豆
の
成
長
に
つ
い
て
の
観

察
と
説
明
を
行
っ
た
。

　

児
童
た
ち
は
、
収
穫
し
た

と
う
も
ろ
こ
し
を
手
に
取
り
、

普
段
食
べ
る
と
う
も
ろ
こ
し

（
ス
イ
ー
ト
種
）
と
の
色
や

硬
さ
の
違
い
を
感
じ
た
り
、

未
成
熟
の
大
豆
の
匂
い
を
嗅

い
で
い
た
。
中
に
は
大
豆
を

口
に
含
む
児
童
も
お
り
、
普

段
食
べ
る
大
豆
と
の
違
い
に

驚
い
て
い
た
。
ま
た
、
収
穫

し
た
と
う
も
ろ
こ
し
は
青
空

の
下
で
調
理
し
た
。
児
童
た

ち
は
パ
ン
パ
ン
と
鳴
る
フ
ラ

イ
パ
ン
に
く
ぎ
づ
け
で
、
完

成
し
た
バ
ケ
ツ
一
杯
分
も
の

ポ
ッ
プ
コ
ー
ン
は
大
人
気
の

う
ち
に
全
て
無
く
な
っ
た
。

　

前
田
部
長
は
「
一
年
を
通

し
て
自
分
た
ち
の
手
で
栽
培

し
、
収
穫
し
た
作
物
は
、
ス

ー
パ
ー
で
買
う
野
菜
よ
り
お

い
し
く
感
じ
る
人
も
い
た
と

思
い
ま
す
。
作
物
作
り
の
楽

し
さ
や
大
変
さ
を
体
験
し
て

も
ら
え
よ
か
っ
た
」
と
挨
拶

し
、
今
年
度
の
食
育
事
業
を

終
え
た
。

ぱ
い
振
っ
て
い
た
。
途
中
疲
れ

て
腕
が
痛
い
と
い
う
園
児
も
い

た
が
、
最
後
は
全
員
が
完
成
さ

せ
る
事
が
で
き
、
笑
顔
が
い
っ

ぱ
い
だ
っ
た
。
そ
の
後
は
、
保

育
園
ご
と
の
グ
ル
ー
プ
に
分
か

れ
、
模
擬
搾
乳
体
験
、
ト
ラ
ク

タ
ー
の
試
乗
、
紙
芝
居
を
使
っ

た
農
業
の
説
明
を
行
っ
た
。

　

模
擬
搾
乳
体
験
で
は
、
半
田

部
員
が
「
牛
は
草
を
食
べ
、
草

を
牛
乳
に
変
え
て
く
れ
ま
す
」

と
説
明
。
話
を
聞
い
た
園
児
は
、

模
擬
搾
乳
牛
の
ミ
ル
キ
ー
に
一

生
懸
命
草
を
与
え
て
い
た
。
体

験
後
は
、
記
念
撮
影
を
行
い
、

部
員
よ
り
園
児
に
お
土
産
を
手

渡
し
事
業
を
終
了
し
た
。

楽しいバター作り

収穫方法を伝える前田部長

半谷副部長による紙芝居

大豆の説明をする髙松副部長

トラクター試乗体験

おばけカボチャで遊ぶ児童

人気者のミルキー

ポップコーンの調理

模擬搾乳体験

ポップコーンの実演調理
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青年部

上
川
方
面
で
ゆ
っ
く
り
と

青
年
部
活
性
化
事
業

―
―

エ
ル
ダ
ー
ミ
セ
ス
視
察
研
修
旅
行

―
―

さ
つ
ま
い
も
を
作
付
・
収
穫

　

10
月
17
日
に
Ｊ
Ａ
大
樹
町
試
験

圃
場
に
お
い
て
、
青
年
部
活
性
化

事
業
を
行
っ
た
。

　

こ
の
事
業
は
活
動
を
通
し
て
部

員
の
イ
ベ
ン
ト
等
へ
の
参
加
率
向

上
や
青
年
部
活
動
の
活
性
化
を
目

的
に
３
カ
年
計
画
し
た
も
の
で
、

今
年
度
は
さ
つ
ま
い
も
の
作
付
を

主
な
活
動
と
し
て
い
る
。

　

作
付
作
業
は
６
月
７
日
に
行
い
、

な
る
と
金
時
・
べ
に
は
る
か
・
シ

ル
ク
ス
ィ
ー
ト
・
べ
に
あ
ず
ま
の

４
種
類
２
０
０
株
を
作
付
し
た
。

　

収
穫
に
つ
い
て
は
、
積
算
温
度

に
不
安
が
あ
っ
た
も
の
の
、
な
る

と
金
時
な
ど
の
品
種
は
想
定
以
上

の
大
き
さ
に
生
長
し
て
お
り
、
無

事
全
て
の
品
種
を
収
穫
す
る
こ
と

が
で
き
た
。

　

収
穫
し
た
さ
つ
ま
い
も
は
キ
ュ

ア
リ
ン
グ
貯
蔵
と
い
う
作
業
を
行

う
こ
と
に
よ
り
、
コ
ル
ク
層
を
形

成
し
傷
口
を
治
癒
、
腐
敗
を
防
ぐ

と
と
も
に
イ
モ
の
で
ん
粉
の
一
部

を
分
解
し
て
粘
質
と
な
り
、
甘
味

が
増
し
外
皮
が
滑
ら
か
に
な
る
。

こ
の
作
業
の
簡
易
方
法
を
普
及
所

の
職
員
の
方
に
指
導
い
た
だ
き
、

部
員
の
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
で
実
践

し
た
。
貯
蔵
に
よ
り
甘
味
を
増
し

た
さ
つ
ま
い
も
は
青
年
部
の
交
流

会
に
て
試
食
し
た
。

　

10
月
８
・
９
日
、
１
泊
２
日

の
日
程
で
エ
ル
ダ
ー
ミ
セ
ス
視

察
研
修
を
実
施
、
部
員
９
名
が

参
加
し
、
層
雲
峡
へ
と
向
か
っ

た
。

　

バ
ス
に
長
時
間
揺
ら
れ
な
が

ら
、
最
初
の
目
的
地
「
北
の
森

ガ
ー
デ
ン
」
へ
。「
ア
イ
ス
パ

ビ
リ
オ
ン
」
や
「
熊
牧
場
」
等

を
楽
し
み
、
お
土
産
を
買
っ
た

後
は
「
ホ
テ
ル
大
雪
」
へ
向
か

っ
た
。
お
部
屋
で
一
息
つ
き
、

お
待
ち
か
ね
の
夕
食
、
お
膳
か

ら
は
み
出
す
ほ
ど
多
く
の
料
理
に

舌
鼓
を
う
っ
た
。
お
い
し
い
夕
食

で
お
腹
を
満
た
し
た
後
は
、

各
自
で
温
泉
や
カ
ラ
オ
ケ
な

ど
、
部
員
間
の
交
流
を
深
め

た
。

　

一
夜
明
け
て
、
ロ
ー
プ
ウ

ェ
イ
か
ら
の
紅
葉
を
楽
し
み

に
し
て
い
た
部
員
も
い
た
も

の
の
、
あ
い
に
く
の
強
風
の

た
め
ロ
ー
プ
ウ
ェ
イ
が
運
休

と
な
っ
て
い
た
た
め
、
朝
食

や
温
泉
で
く
つ
ろ
ぎ
、
ホ
テ

ル
を
後
に
し
た
。

　

２
日
目
は
銀
河
の
滝
を
見

学
、
悪
天
候
の
中
で
も
迫
力
の
あ

る
滝
を
見
る
こ
と
が
出
来
た
。
そ

の
後
、
三
国
峠
展
望
台
で
休
憩
し

「
道
の
駅　

ぴ
あ
21
し
ほ
ろ
」
で

ソ
フ
ト
ク
リ
ー
ム
を
堪
能
、
帯
広

市
内
で
昼
食
を
と
り
、
大
樹
町
に

無
事
帰
省
し
た
。

　

残
念
な
が
ら
両
日
共
に
天
気
に

恵
ま
れ
な
か
っ
た
も
の
の
、
部
員

達
は
「
日
頃
の
疲
れ
を
癒
や
す
こ

と
が
で
き
た
」
と
笑
顔
を
見
せ
て

い
た
。

収穫する部員

収穫したさつまいも

女性部

銀河の滝前にて

おいしい料理に舌鼓

ホテル大雪で記念撮影
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　10月21日、石坂地区において、㈱ J-Pro コ
ントラクトファームの新哺育センター施設内覧会
が行われ、預託者６名、関係機関６名が出席した。
　新施設は当牧場の第４牧場であり、総頭数
240頭の受入が可能で、町内５戸の仔牛を順次
受入る予定。
　開催に先立ち山下博代表取締役は「事業を開始
してから14年が経ち、経験やノウハウが積み重
なっている。利用者とともに、より良い組織にし
たい」と挨拶。また、ＪＡ大樹町を代表し太田専
務からのお祝いの挨拶があった。
　内覧会では山下代表の案内の下、新しい預託施
設を見て回り、設備の内容や牛の移動タイミング、
飼養管理について説明を受けた。

　10月１日、ＪＡ大樹町　大会議室で令和元

年度ＪＡ大樹町採用職員内定式・本採用等辞令

交付式を行なった。

　当日は内定者４名と本採用の辞令交付者３名

に対し、辞令を交付、内定者は来年の入組に向け

ての抱負を語り、辞令交付者は各々の業務への

決意表明と内定者に向けてアドバイスを送った。

　その後、各部長が事業内容の詳細を説明し、

入組に向けて激励した。

　式典終了後は懇親会を行ない、親睦を深めた。

　10月９日、下大樹農業倉庫前において、農

業用廃プラスチックおよび産業廃棄物の回収事

業が行われた。

　この回収については、例年４回の開催となって

いたが、今年度は全３回で最後の回収となった。

　当日は、廃プラスチック64件98,360㎏、

産業廃棄物31件20,530㎏の回収実績となった。

　回収処理料は、㎏当たり25円（運賃含・税抜）

となり、廃プラスチックについては12円が中

山間事業から助成される。

　今後は巡回による回収が12月上旬に行われる。

　10月18日、資材店舗前において、事業部３

課合同展示会が開催された。

  当日は晴天の中、生産資材課では焼却炉の展

示や除雪機・洗車機の販売、燃料課ではタイヤ

やガスコンロ、農機車両課では新車などを販売

した。また、牛乳の消費拡大キャンペーンや生

産者による農産物の販売なども行われ、会場を

盛り上げた。

預託施設の完成廃 プ ラ 回 収

ＪＡ大樹町内定式！ 事業部３課合同展示会
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農
協
法
公
布
記
念
日
に
あ
た
っ
て
の

　
組
合
員
・
役
職
員
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

北
海
道
農
業
協
同
組
合
中
央
会

　
代
表
理
事
会
長 

　

飛
田
　
稔
章

　

本
年
９
月
30
日
、
本
会
は
平
成

27
年
の
農
協
法
改
正
に
伴
い
法
律

上
の
位
置
付
け
を
連
合
会
に
移
行

し
ま
し
た
が
、
名
称
は
変
更
さ
れ

ず
、
事
業
と
し
て
も
会
員
の
相
談
、

監
査
、
意
見
の
代
表
、
総
合
調
整

が
規
定
さ
れ
て
い
る
た
め
、
今
後

も
引
き
続
き
、
中
央
会
が
果
た
す

べ
き
基
本
的
な
機
能
で
あ
る
Ｊ
Ａ

グ
ル
ー
プ
の
結
集
軸
と
し
て
、
持

続
可
能
な
北
海
道
農
業
の
確
立
、

農
業
者
の
営
農
と
経
営
の
安
定
、

そ
れ
を
支
え
る
Ｊ
Ａ
を
サ
ポ
ー
ト

し
て
参
り
ま
す
の
で
引
き
続
き
ご

支
援
、
ご
鞭
撻
の
程
宜
し
く
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
昭
和
22
年
11
月
19
日
に

農
業
協
同
組
合
法
（
農
協
法
）
が

公
布
さ
れ
、
今
年
で
72
年
を
迎
え

ま
し
た
。

　

戦
後
の
食
糧
不
足
の
混
乱
期
に
、

農
業
者
の
協
同
組
織
の
発
達
を
通

じ
、「
農
業
生
産
力
の
増
進
」
と
「
農

業
者
の
経
済
的
社
会
的
地
位
の
向

上
」
を
図
り
、
国
民
経
済
の
発
展

に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、

農
協
法
が
制
定
さ
れ
、
農
協
が
設

立
さ
れ
ま
し
た
。

　

農
協
は
「
農
業
者
に
よ
る
農
業

者
の
た
め
の
組
織
」
で
あ
り
、
協

同
組
合
原
則
に
掲
げ
る
「
自
主
・

自
立
」「
民
主
的
運
営
」
の
基
本

に
立
ち
、
相
互
扶
助
の
精
神
の
も

と
、
幾
多
の
困
難
な
状
況
を
乗
り

越
え
、
組
合
員
の
皆
様
の
営
農
と

生
活
の
安
定
並
び
に
よ
り
良
い
地

域
社
会
の
実
現
を
目
指
し
、
今
日

に
至
っ
て
お
り
ま
す
。

　

総
合
事
業
を
展
開
し
な
が
ら
安

全
・
安
心
な
農
畜
産
物
の
生
産
と
、

豊
か
な
生
活
に
役
立
つ
購
買
品
の

供
給
、
地
域
の
豊
か
な
暮
ら
し
と

経
済
活
動
の
た
め
に
寄
与
す
る
信

用
事
業
、
総
合
的
な
暮
ら
し
の
保

障
の
た
め
の
共
済
事
業
、
健
康
な

日
常
生
活
を
営
む
た
め
の
医
療
・

福
祉
事
業
の
ほ
か
、
環
境
問
題
や

子
供
の
貧
困
問
題
な
ど
へ
の
取
組

み
等
、
地
域
社
会
に
貢
献
す
る
た

め
の
様
々
な
社
会
的
取
組
み
も
行

な
わ
れ
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
昨
年
の
北
海
道
胆
振
東

部
地
震
の
よ
う
に
大
規
模
災
害
が

発
生
し
た
際
に
は
、
組
合
員
・
Ｊ

Ａ
・
連
合
会
等
の
間
に
お
け
る
農

業
機
械
・
発
電
機
等
の
融
通
や
、

被
災
地
へ
の
人
的
・
物
的
支
援
、

被
災
地
農
産
物
の
選
果
受
入
、
協

同
組
合
間
に
よ
る
募
金
活
動
な
ど
、

組
織
内
・
外
を
問
わ
な
い
助
け
合

い
の
精
神
に
よ
る
支
援
活
動
・
行

動
に
よ
っ
て
、
被
災
地
域
の
復
旧
・

復
興
支
援
に
大
き
な
役
割
を
果
た

し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

こ
の
よ
う
に
協
同
組
合
は
社
会

と
地
域
の
人
々
の
暮
ら
し
の
た
め

に
、
永
年
に
亘
っ
て
多
く
の
分
野

で
そ
の
役
割
を
発
揮
し
て
き
て
い

る
の
で
す
。

　

そ
の
よ
う
な
中
、「
協
同
組
合

の
思
想
と
実
践
」
が
ユ
ネ
ス
コ
無

形
文
化
遺
産
に
登
録
さ
れ
、
更
に

昨
年
４
月
に
は
、
我
が
国
の
農
協
、

漁
協
、
生
協
、
労
働
金
庫
、
森
林

組
合
等
の
協
同
組
合
が
、
協
同
組

合
間
の
連
携
に
よ
っ
て
力
を
結
集

し
、
地
域
課
題
の
解
決
を
目
的
と

し
て
日
本
協
同
組
合
連
携
機
構
（
Ｊ

Ｃ
Ａ
）
が
発
足
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

昨
年
開
催
し
た
第
29
回
Ｊ
Ａ
北

海
道
大
会
で
は
、
前
回
大
会
で
設

定
し
た
将
来
ビ
ジ
ョ
ン
で
あ
る
「
北

海
道
５
５
０
万
人
と
共
に
創
る
『
力

強
い
農
業
』
と
『
豊
か
な
魅
力
あ

る
農
村
』
の
実
現
」
を
継
承
し
、

「
農
業
所
得
の
増
大
と
、
多
様
な

担
い
手
の
確
保
・
育
成
」
と
「
次

代
に
つ
な
げ
る
協
同
組
合
の
価
値

と
実
践
」
に
向
け
て
、
Ｊ
Ａ
グ
ル

ー
プ
が
一
体
と
な
っ
て
取
組
む
こ

と
と
し
て
お
り
ま
す
。

　

Ｊ
Ａ
に
集
う
組
合
員
、
役
職
員

の
皆
様
は
、
競
争
で
は
な
く
共
生

の
社
会
を
創
り
出
す
社
会
シ
ス
テ

ム
の
一
つ
と
し
て
世
界
的
に
評
価

さ
れ
、
そ
の
価
値
と
役
割
を
高
め

始
め
て
い
る
協
同
組
合
の
仲
間
で

あ
る
こ
と
を
誇
り
と
し
な
が
ら
、

対
話
運
動
の
実
践
を
通
じ
て
、
信

頼
と
絆
を
土
台
に
し
た
新
た
な
協

同
組
合
の
価
値
創
造
と
、
食
と
農

で
つ
な
が
る
サ
ポ
ー
タ
ー550

万

人
づ
く
り
に
よ
っ
て
、
協
同
活
動

の
輪
を
広
げ
て
頂
き
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

　

こ
の
こ
と
が
新
自
由
主
義
経
済

へ
の
対
立
軸
と
し
て
の
協
同
組
合

の
存
在
意
義
を
高
め
、
永
年
に
亘

り
先
人
が
築
き
上
げ
た
地
域
農
業

並
び
に
地
域
社
会
の
基
盤
を
さ
ら

に
発
展
さ
せ
、
持
続
可
能
な
農
業

と
地
域
社
会
へ
と
繋
が
る
も
の
と

確
信
し
て
お
り
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
Ｊ
Ａ
グ

ル
ー
プ
北
海
道
は
、
協
同
組
合
の

理
念
と
精
神
を
事
業
の
拠
り
所
と

し
、
今
後
と
も
組
合
員
の
皆
様
が

夢
と
希
望
を
持
っ
て
営
農
と
生
活

が
続
け
ら
れ
る
環
境
を
整
え
る
こ

と
、
地
域
農
業
と
Ｊ
Ａ
の
発
展
に

全
力
で
サ
ポ
ー
ト
す
る
こ
と
を
お

誓
い
申
し
上
げ
、
農
協
法
公
布
記

念
日
に
あ
た
っ
て
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

と
致
し
ま
す
。
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JAグループ通信 JA北海道中央会

ホクレン JA北海道厚生連
　ＧＡＰ（農業生産工程管理）の推進に向け、ホ

クレンは、農場評価の演習を盛り込んだ実践研修

会を８月26～27日に札幌市内の学校法人・八紘学

園北海道農業専門学校を会場に開催しました。参

加者は道央圏のＪＡ担当者・連合会職員など約10

名で、日本生産者ＧＡＰ協会の田上隆多事務局長

を講師とし、農場評価制度の基本学習や会場とな

　ＪＡグループ北海道の連合会・中央会の活動

内容を紹介します。各団体の詳しい取り組み内

容はＷＥＢサイトをご覧ください。

　組合員ならびに地域住民の皆様の生命と健康を
守るため、本会事業の積極的な啓蒙推進を図るこ
とを目的として、広報誌「すまいる」を発行して
おります。
　紙面をリニューアルし、より読みやすくさらに
健康に役立つ医療・健康情報を発信しております。

った同校農場にて実際

の調査を演習しました。

参加者の各組織での今

後のＧＡＰ推進に期待

しています。

10月発行分にはプ
レゼント付きアン
ケートもございま
すので是非応募に
もチャレンジして
みてください。

　北海道農業協同組合中央会は平成27年の農協法改正により、令和元年９月30日をもって法律上の位置

付けを、農業協同組合連合会に移行しました。改正法では、名称は変更しないことが認められ、事業と

しては会員の相談、監査、意見の代表、総合調整が規定されて

おり、法律上の位置付けは変わるものの、中央会が果たすべき

基本的な機能は変わらないと認識しております。

　組織変更に伴い、９月30日に本会役職員に対して飛田会長よ

り訓示を致しました。訓示の内容については、「ＪＡ北海道中

央会」の YouTube チャンネルよりご覧いただけます。

　今後も引き続き、ＪＡグループの結集軸として、持続可能な

北海道農業の確立、農業者の営農と経営の安定、それを支える

ＪＡをサポートする役割をしっかり果たして参ります。

JA北海道信連 JA共済連北海道
　10月５、６日、アクセスサッポロで開催された、

こどものまち「ミニさっぽろ2019」に昨年に続き

ブース出展しました。「ミニさっぽろ」は、子ど

も達を対象にした職業体験のイベントであり、Ｊ

Ａバンクのブースでは各ブースからの依頼を受け

て、給料を用意する仕事を体験してもらいました。

　ＪＡ共済連北海道は、平成20年より地域貢献活

動の一環として、交通安全啓発運動を北海道警察

本部と連携し「旗の波運動」として取組んでいま

す。街頭で小旗等を振り、ドライバーに交通安全

を呼びかけ、交通事故の撲滅、および交通安全意

識の向上を目的に実施しております。

　子ども達に仕事

の大変さや楽しさ、

そして金融の大切

さを伝える機会を

提供することがで

きました。

　今年度も札幌地区

では９月27日に約50

名で共済ビル前の街

頭で実施しドライバ

ー・歩行者へ交通安

全を呼びかけました。



今日から始める農場のチェックリスト Ｎｏ．6 

安全な農作業のために確認しましょう！

家畜による農作業事故は年々増加しています。特に搾乳作業と移動作業時の

事故が多いのが現状です。以下のことを確認して、安全第一で作業を進めまし

ょう。 

搾乳事故への対策 

 

 

 

 

 

 

      

 移動時の事故への対策 

□牛と壁や柱の間に立たない

□作業スペースを広く取る

□人用の退避スペースを確保

□無理な追い込みはしない

□牛舎内は明るく整理整頓されている

□床に滑り止め資材（石灰など）を散布する

□出っ張りや段差を無くす 

根室農業改良普及センターよ

り、安全な職場環境を実践してい

る農場は、生産性が高いことが報

告されています。

当地域でも、人にも牛にも優し

い環境でさらなる生産性 に取り

組んでいきましょう！

□牛の間に入るときは声をかける

□ゆっくり動く

□大声を出したり走り回らない

□甲高い声は出さない

□搾乳する前から乳房に触れる

ことに馴らす

□安全靴や安全長靴の使用

たいき 8( )

十勝農業改良普及センター 十勝南部支所通信
今日から始める農場のチェックリスト No.6

安全な農作業のために確認しましょう！

　家畜による農作業事故は年々増加しています。特に搾乳作業と移動作業時の事故が多いのが現状

です。以下のことを確認して、安全第一で作業を進めましょう。
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理
事
会
の
動
き

理
事
会
の
動
き

第
９
回 

10
／
25

★
報
告
事
項

１　

第
17
回
北
海
道
総
合
畜
産
共

進
会
（
乳
牛
）
の
成
績
に
つ

い
て
）

２　

令
和
元
年
度
飼
料
用
と
う
も

ろ
こ
し
無
人
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー

防
除
推
進
事
業
に
つ
い
て

３　

十
勝
酪
農
畜
産
対
策
協
議
会

第
３
回
全
体
委
員
会
の
報
告

に
つ
い
て

４　

農
産
物
出
荷
状
況
に
つ
い
て

５　

平
成
30
年
産
種
馬
鈴
し
ょ
の

精
算
に
つ
い
て

６　

令
和
元
年
度
Ｊ
Ａ
共
済
コ
ン

プ
ラ
イ
ア
ン
ス
点
検
結
果
に

つ
い
て

７　

資
金
の
貸
付
に
つ
い
て

８　

理
事
に
対
す
る
資
金
の
貸
付

に
つ
い
て

９　

子
会
社
の
経
営
状
況
に
つ
い

て

10　

内
部
牽
制
機
能
点
検
の
実
施

結
果
に
つ
い
て

11  

職
員
の
復
職
及
び
休
業
延
長

に
つ
い
て

★
付
議
事
項

第
１
号　

令
和
元
年
産
種
馬
鈴
し

ょ
共
計
の
取
扱
い
に
つ
い
て

�

協
議
・
承
認

第
２
号　

令
和
元
年
産
大
豆
の
全

道
共
計
の
取
扱
い
に
つ
い
て

�

協
議
・
承
認

第
３
号　

令
和
元
年
産
原
料
て
ん

菜
の
概
算
払
い
に
つ
い
て

�

協
議
・
承
認

第
４
号　

産
地
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
事

業
申
請
（
30
補
正
予
算
）
で

の
固
定
資
産
の
取
得
に
つ
い

て

�

協
議
・
承
認

第
５
号　

退
職
給
付
規
程
の
一
部

改
正
に
つ
い
て

�

協
議
・
承
認

★
協
議
事
項

第
１　

平
成
31
年
度
営
農
の
取
組

の
検
証
に
つ
い
て

�

協
議
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8,125

8,934
9,005

9,181

8,722

9,067

8,477

9,319

9,546

8,948

9,438

9,702

9,242
9,167

9,532

9,309

9,699

9,171
9,288

令和元年度10月　生乳生産動向

４
月

５
月

６
月

７
月

８
月

９
月

10
月

11
月

12
月

１
月

２
月

３
月

7,000

8,000

9,000

10,000
生産乳量（2018年）

生産乳量（2019年）

824,040824,040

877,410877,410
857,520857,520

807,840807,840

648,478648,478

720,428720,428

758,160758,160

699,233699,233

662,548662,548

476,880476,880

631,092631,092

551,035551,035

963,540963,540

家畜市場の成績

乳用牛（初妊牛）

30年度

31年度

（ ）書きは前年度単価

1,050,000

1,000,000

750,000

800,000

850,000

950,000

900,000

650,000

700,000

600,000

550,000

500,000

450,000
3/6 3/22 4/4 4/18 5/9 5/29 6/20 7/23 8/28 9/10 9/26 10/8 10/24 11/7 11/27 12/17 1/22 2/5 2/19

(919,440)(919,440) (796,365)(796,365) (849,312)(849,312) (938,802)(938,802) (855,252)(855,252) (823,320)(823,320) (837,270)(837,270) (899,338)(899,338) (942,175)(942,175)
(929,880)(929,880) (1,003,860)(1,003,860) (880,445)(880,445) (876,034)(876,034) (913,484)(913,484) (893,825)(893,825) (909,868)(909,868) (702,833)(702,833) (967,815)(967,815) (816,861)(816,861)

（円）
大　　樹

817,513817,513

850,077850,077

806,379806,379

778,944778,944

819,083819,083

717,469717,469

782,664782,664
769,230769,230

800,184800,184

713,230713,230

676,296676,296

714,713714,713

650,455650,455

678,728678,728

747,171747,171
756,540756,540

肉用牛（黒毛和種）

2019年度去勢

2019年度雌

2018年度去勢

2018年度雌

550,000

600,000

650,000

700,000

800,000

2/111/1512/911/1310/159/188/207/96/105/154/93/12

（円）
大　　樹

750,000

850,000

900,000

950,000
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■

解
き
方

＝

普
通
の
ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
の
要
領
で
全
部
を
解
い
て
下
さ
い
。

次
に
Ａ
→
Ｅ
の
二
重
ワ
ク
の
文
字
を
順
に
並
べ
る
と
、
一
つ

の
言
葉
が
で
き
ま
す
。
そ
れ
が
答
え
で
す
。

■

締
切
り

＝

12
月
10
日(

当
日
消
印
ま
で
有
効)

■

届　

出

＝

本
所
企
画
管
理
課
、
生
産
資
材
課
の
専
用
投
書
箱
へ
。

■

と
じ
込
み
ハ
ガ
キ
を
お
使
い
下
さ
い
。
郵
送
す
る
場
合
は
63
円
切
手
を
は

っ
て
下
さ
い
。

■

賞　

品

＝

大
樹
Ｔ
Ｍ
Ｏ
カ
ー
ド
（
正
解
者
多
数
の
と
き
は
、
抽
選
で
10

名
の
方
に
）

■

職
員
と
そ
の
家
族
の
方
は
ご
遠
慮
下
さ
い
。

■

11
月
号
の
応
募
者
は
13
名
で
、
全
員
が
正
解
さ
れ
ま
し
た
。
抽
選
の
結
果
、

次
の
方
々
が
当
選
し
ま
し
た
。

当
選
し
た
方
に
は
大
樹
Ｔ
Ｍ
Ｏ
カ
ー
ド
を
お
届
け
い
た
し
ま
す
。

11月号の答え

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

コ ガ ラ シ
でした。

当選おめでとうございます
当　選　者

（
萠
和
）
阿

　
部

　
カ
ホ
ル
さ
ん

（
萠
和
）
戸
　
田
　
繁
　
樹
さ
ん

（
下
大
樹

）
三
　
木
　
優
　
花
さ
ん

（
下
大
樹

）
佐
々
木
　
弘
　
子
さ
ん

（
上
大
樹

）
坂
　
本
　
松
太
郎
さ
ん

（
豊
里
）
佐
　
藤
　
　
　
勉
さ
ん

（
豊
里
）
牧
　
田
　
陽
　
子
さ
ん

（
尾
田
）
細
　
谷
　
絢
　
子
さ
ん

（
大
光
）
鈴
　
木
　
恵
知
子
さ
ん

（
上
中
島

）
宮
　
嶋
　
寿
美
子
さ
ん

ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
パ
ズ
ル

タ
テ
の
カ
ギ

①
毛
糸
や
棒
針
な
ど
を
使
っ
て
楽
し
み
ま
す

④
年
賀
状
を
書
く
た
め
に
買
っ
て
こ
な
く
ち
ゃ

⑦
積
み
上
げ
て
塀
を
作
る
こ
と
も

⑨
ポ
ン
ポ
ン
と
突
い
て
遊
び
ま
す

⑩
ツ
キ
ノ
ワ
、
ホ
ッ
キ
ョ
ク
と
い
え
ば

⑪
肌
の
こ
と
。
ド
ラ
イ

⑬
食
用
に
す
る
ユ
リ
の
鱗
茎
（
り
ん
け
い
）

⑮
Ｏ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
は

輸
出
国
機
構
の
略
称
で

す
⑯
も
ろ
み
な
ど
を
搾
っ
た
後
に
残
る
物

⑰
水
道
、
電
気
と
並
ぶ
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン

⑱
グ
ル
メ
と
も
呼
ば
れ
る

家

⑳
Ａ
Ｍ
を
聞
こ
う
か
な
、
Ｆ
Ｍ
に
し
よ
う
か

な
㉑
言
葉
の
キ
ャ
ッ
チ
ボ
ー
ル
で
す

ヨ
コ
の
カ
ギ

①
手
に
は
め
る
防
寒
具

②
良
い
香
り
が
す
る

キ
ャ
ン
ド
ル

③
リ
ン
ゴ
の
芯
の
周
り
に
入
っ
て
い
る
こ
と

も
⑤
つ
ら
さ
を
ぐ
っ
と
耐
え
忍
ぶ
こ
と

⑥
穴
を
開
け
る
工
具

⑧
結
婚
指
輪
を
は
め
る
と
こ
ろ

⑫
餅
を
つ
く
人
が
手
に
持
ち
ま
す

⑬
冬
空
か
ら
降
る
白
い
物

⑭
ロ
シ
ア
の
首
都
で
す

⑮
怖
い
話
を
聞
く
と
凍
り
そ
う

⑯
住
み
込
み
で
は
あ
り
ま
せ
ん

⑰
無
地
の
物
に
は
付
い
て
い
ま
せ
ん

⑲
ト
ナ
カ
イ
も
こ
の
仲
間



たいき 12( )

イラスト イラスト イラスト ・情報コーナー イラストは濃くていねいに書いて下さい。
(あまり薄いと掲載出来ないことがあります。)

木　村　ゆうとくん (７歳)
下大樹

三　木　優　花ちゃん (10歳)


